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Ⅱ 歴 史 的 背 景
本文で対象となる1852年は, 帆船航海の時代であり,現在のインドネシアとその周辺はオ
ランダ船による香辛料輸送拠点であった｡当時の航海日誌をもとに作成されたvan Vliet
































Ⅳ 地 震学 的背 景
Fitch [3]は,モルッカ周辺は, フィリピン･プレートとアジア･プレートとの境界であ












1683年 ･1710年 ･1767年の例は, 『理科年表』[10], Iidaetal. [4], Solovievetal.
[9]のいずれにも記載がない｡すなわち,現在の津波年表の空白部分に相当するものと考え
られる｡1816年の津波と同時期に,日本の伊豆半島にみられた例を,Iidaetal.[4]は記し

































































































































いずれにしても, 本文に述べたように, このAmboynaの例も, 自然災害としての津波の
年表の空自を埋める貴重な資料と言える｡
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